
 

 

  チタン合金の主要方位をシュミレーション 

 

 ＬａｂｏＴｅｘのシュミレーションを使用しチタン合金の主要方位 ODF図を作成。 

 ＯＤＦ図から極点図、逆極点図を作成し、Ｅｘｐｏｒｔし 

 ＯＤＦ図、極点図、逆極点図の整合性をチェックする。 

 

  

  

 シュミレーションした各方位の｛００２｝極点図 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年１０月２０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

 



１．概要 

 Ｈｅｘａｇｏｎａｌでは、Ｔｉ，Ｍｇが扱われる。 

 Ｔｉの主要方位をＬａｂｏＴｅｘで計算し、３指数から４指数に変えて表示してみます。 

２．ＬａｂｏＴｅｘでは、ＯＤＦのＭｏｄｅｌｉｎｇ機能があります。 

 予め、Ｏｐｔｉｏｎ画面で B-Type（ ）を選択しＥｕｌｅｒ角度で入力する。 

  

  

 又、ＯＤＦ表示では、Ｘ軸を選択表示できます。 

     

  

 左をＡ－ＴＹｐｅ、右をＢ－Ｔｙｐｅとして扱います。 

 入力はＥｕｌｅｒ角度からＯＤＦ図を作成 

 以下で右側のＸ軸を[10-10]として扱います。 

 



３．ＯＤＦ図を４指数で扱うため、ＯＤＦ図をＥＸｐｏｒｔし、ＣＴＲソフトウエアで表示します。 

ＯＤＦ図をＥｘｐｏｒｔする場合、Ｂ－ＴｙｐｅでＥｘｐｏｒｔします。 

  

 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙでＢ－Ｔｙｐｅを扱う場合 

  

 Ｂ－Ｔｙｐｅとして読み込みます。 

 

ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙで方位計算 

 ODF図上をマウス移動で方位計算し、クリック位置を＋、計算方位位置を○で表示 

  

 ψ＝０、Φ＝０、ψ＝０とする場合、マウス分解能などで｛０，０，０｝など正確に選択が難しい場合 



表示しているφ２画面上をマウスクリックで＋○を消し、Ｔｉｔａｎｉｕｍをクリック 

ＣｒｙｓｔａｌＯｒｉｅｎｔａｔｉｏｎを表示 

  

 Ｔｉｔａｎｉｕｍを選択、Ｅｕｌｅｒ角度（０，０，０）を入力でｃａｌｃ 

  

 ４指数を選択、Ｄｉｓｐ、Ｒｅｔｕｒｎ Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ 

  

 ＯＤＦ図上にＥｕｌｅｒ角度（０、０、０）を表示します。 



 計算の場合、マウスクリックの＋表示なし、計算の○表示のみになります。 

  

  

５．逆極点図表示と方位の決定 

 ＬａｂｏＴｅｘｄｅ計算した逆極点図をＥｘｐｏｒｔし、ＣＴＲで扱う。 

 InverseToolsの GPInverseDisplayを使用 

  

 

 

 

 



  

 ND-RDの方向を決定 逆極点図は Contourと３Ｄを表示 

  

   

 



 ３指数のＰｌａｎｅでは 

 Peaksearch 

   

 ４指数のＤｉｒｅｃｔｉｏｎでは 

 PeakSearch 

   

Contourの場合、マウス指定の Plane<->Directionは 

  

直接、数値入力の場合 

  

  Ｐｌａｎｅ＜－＞Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎ 

  

これらの機能を使って説明します。 

３指数<->４指数 



６．｛０００１｝＜１０－１０＞  ｛００１｝＜２１０＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



７．｛－１２－１０｝＜１０－１０＞ ｛－１２０｝＜２１０＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８．｛０１―１０｝＜０００１＞ ｛０１０｝＜００１＞ 

 

 

 

 

 

｛０１―１０｝＜０００１＞に対し、ND逆極点図は、(10-10)面で、(100),(010)が一致する。 

     RD逆極点図は、[0001]方向で[002]と一致する。 

  

 

 



９．｛０１－１３｝＜２－１－１０>｛０１３｝＜１００＞ 

 

  

 

 

 

尚、 

 は と同じ 

｛０１－１３｝＜２－１－１０>に対し、ND逆極点は、（１０－１３）面で一致 

       RD逆極点は、[11-20]方向であるが、[2-1-10]も同じ 

逆極点図は、[11-20]は 30->60、[2-1-10]は 30->0を表示で上図は平均値で表示しています。 

 



１０．｛０１－１４｝＜０－２２１＞ ｛０１４｝＜－２－４１＞ 

 

 

 

 

 

Direction [20-21]に対する Planeは（11 0 -11 8）である９以内では(5 0 -5 4)が近い.{504}極点図の RDとした 

    

最大密度位置にずれが発生 

次回扱います 


